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ア
ニ
メ
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
の
構
造
と
作
品
的
性
格

（
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
Ⅴ
）

志　

水　

義　

夫

　

令
和
四
年
秋
シ
ー
ズ
ン
（
十
月
～
十
二
月
）
に
Ｔ
Ｖ
放
送
さ
れ
た
斎
藤
圭
一
郎
監
督
ア
ニ
メ
作
品
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』（2022

、

ア
ニ
プ
レ
ッ
ク
ス
・
芳
文
社
）
は
、
は
ま
じ
あ
き
の
同
名
マ
ン
ガ
作
品
を
原
作
と
し
、
次
の
十
二
話
で
構
成
さ
れ
る
「
物
語（

１
）」

で
あ
る
（
シ

リ
ー
ズ
構
成
・
脚
本
、
吉
田
恵
里
香
。
総
作
画
監
督
、
け
ろ
り
ら
）。

第
１
話
「
転
が
る
ぼ
っ
ち
」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
斎
藤
圭
一
郎
。
作
画
監
督
、
け
ろ
り
ら
。

第
２
話
「
ま
た
明
日
」

絵
コ
ン
テ
、
斎
藤
圭
一
郎
。
演
出
、
藤
原
佳
幸
。
作
画
監
督
、
助
川
裕
彦
。

第
３
話
「
馳
せ
サ
ン
ズ
」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
山
本
ゆ
う
す
け
。
作
画
監
督
、
中
村
颯
。

第
４
話
「
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ガ
ー
ル
（
ズ
）」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
刈
谷
暢
秀
。
作
画
監
督
、
ま
り
ん
ぐ
・
そ
ん
ぐ
、
け
ろ
り
ら
。

第
５
話
「
飛
べ
な
い
魚
」
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絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
川
上
雄
介
。
作
画
監
督
、
高
橋
沙
紀
。

第
６
話
「
八
景
」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
藤
原
佳
幸
、
川
上
雄
介
。
作
画
監
督
、
け
ろ
り
ら
、
冨
田
真
理
。

第
７
話
「
君
の
家
ま
で
」

絵
コ
ン
テ
、ア
マ
タ
ジ
ャ
ン
チ
キ
。
演
出
、藤
原
啓
輔
。
作
画
監
督
、け
ろ
り
ら
・Park Se Y

oung

・
石
田
一
将
・
川
妻
智
美
。

第
８
話
「
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
」

絵
コ
ン
テ
、
斎
藤
圭
一
郎
。
演
出
、
瀬
尾
建
。
作
画
監
督
、
け
ろ
り
ら
・Franziska van W

ulfen

・T
O

M
A

T
O

。

第
９
話
「
江
ノ
島
エ
ス
カ
ー
」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
平
峯
義
大
。
作
画
監
督
、
伊
藤
弘
樹
。

第
10
話
「
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
」

絵
コ
ン
テ
、
川
上
雄
介
。
演
出
、
川
上
雄
介
。
作
画
監
督
、
け
ろ
り
ら
・
き
ー
く
ん
・
高
橋
沙
妃
・
ま
り
ん
ぐ
・
そ
ん
ぐ
。

第
11
話
「
十
二
進
法
の
夕
景
」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
山
本
ゆ
う
す
け
。
作
画
監
督
、
助
川
裕
彦

第
12
話
「
君
に
朝
が
降
る
」

絵
コ
ン
テ
・
演
出
、
斎
藤
圭
一
郎
。
作
画
監
督
、
け
ろ
り
ら
。

　

原
作
は
連
続
四
コ
マ
マ
ン
ガ
形
式
で『
ま
ん
が
タ
イ
ム
き
ら
らM

A
X

』誌（
芳
文
社
）に
連
載
さ
れ（2018

～
）、単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
。

ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
の
は
第
一
巻
（V

olum
e1

・2019

）
と
第
二
巻
（V

olum
e2

・2020

）
の
途
中
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年
現

在
第
６
巻
（V

olum
e6

・2023

）
ま
で
刊
行
さ
れ
、
ま
た
劇
場
版
総
集
編
公
開
（2024
）
の
予
告
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
Ｔ
Ｖ



－ 59 －

放
映
版
全
十
二
話
で
一
つ
の
完
結
し
た
作
品
と
し
て
考
察
す
る
。
な
お
、
こ
の
作
品
は
Ｔ
Ｖ
放
映（

２
）の

ほ
かW

eb

配
信（

３
）も

さ
れ
、D

isk

盤

も
全
六
巻
で
発
売
さ
れ
て
い
る（

４
）。

相
互
比
較
確
認
（
校き

ょ
う
ご
う合

）
―
―
最
も
基
礎
的
に
し
て
重
要
な
作
業
―
―
は
省
き
こ
こ
で
はN

ET
FLIX

配
信
版
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
。

　
　

一
、
ア
ニ
メ
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
』
の
作
品
的
性
格

　

こ
の
作
品
は
、
女
子
高
校
生
で
あ
る
後
藤
ひ
と
り
の
成
長
物
語
で
あ
る（

５
）。

　

す
な
わ
ち
彼
女
を
主
人
公
と
し
、
自
ら
所
属
す
る
軽
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
結
束
バ
ン
ド
」
の
仲
間
や
周
囲
（
人
間
的
・
社
会
的
環
境
）
と

向
き
合
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
原
作
で
は
そ
の
様
子
が
四
コ
マ
マ
ン
ガ
と
し
て
、
日
常
性
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
が
、
ア
ニ
メ
で
は

原
作
の
日
常
性
を
再
現
し
な
が
ら
、
23
分
間
と
い
う
一
回
の
番
組
時
間
枠
の
中
で
各
回
を
有
機
的
に
つ
な
が
ら
せ
て
、
主
人
公
た
ち
の
成

長
を
ラ
イ
ブ
演
奏
と
い
う
聴
覚
的
表
現
を
も
と
も
な
っ
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
一
つ
の
物
語
作
品
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
「
女
子
高
校
生
に
よ
る
軽
音
楽
（
バ
ン
ド
活
動
）
作
品
」
と
い
う
趣
向
は
、
か
き
ふ
ら
い
原
作
『
け
い
お
ん
！
』（2007

『
ま
ん
が
タ
イ

ム
き
ら
ら
』
誌
に
連
載
開
始
、2012

完
結
）
に
先
行
作
が
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
に
山
田
尚
子
監
督
・
吉
田
玲
子
シ
リ
ー
ズ
構
成
で
京
都

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
ア
ニ
メ
化
、
深
夜
枠
で
放
映
さ
れ
て
評
判
を
と
っ
た（

６
）。

　

ま
た
二
〇
一
五
年
以
降
『BanG D

ream
!

』（
通
称
「
バ
ン
ド
リ
」）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作タ

イ
ト
ル品

が
あ
り
、
二
〇
一
七
年
に
大
槻
敦

史
監
督
・
綾
奈
ゆ
に
こ
シ
リ
ー
ズ
構
成
で
ア
ニ
メ
作テ

ク
ス
ト品

が
放
送
さ
れ
、
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
作テ

ク
ス
ト品

も
発
売
さ
れ
て
い
る（

７
）。

　
「
バ
ン
ド
リ
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
―
―
わ
ず
か
に
先
行
し
て
―
―
発
表
さ
れ
た
作タ

イ
ト
ル品

群
に
『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
』（
第
一
期
ア
ニ
メ
放
送

2013

）
が
あ
り
、
こ
れ
は
軽
音
楽
で
は
な
く
歌

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
踊
り
だ
が
、
女
子
高
校
生
を
主
人
公
と
し
て
い
る
点
は
「
バ
ン
ド
リ
」
と
変
わ
ら
な
い
。

ど
ち
ら
も
「
学
校
」
と
い
う
閉
鎖
的
空
間
に
お
い
て
仲
間
を
集
い
バ
ン
ド
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
楽
曲
や
歌
と
踊
り
を
披
露
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す
る
場
面
を
到
達
点
と
し
て
展
開
さ
れ
る
物
語
で
あ
る（

８
）。

　

し
か
し
、同
じ
「
学
校
」
を
舞
台
と
し
バ
ン
ド
活
動
を
す
る
女
子
高
校
生
を
描
く
『
け
い
お
ん
！
』
は
、む
し
ろ
軽
音
楽
部
の
メ
ン
バ
ー

の
日
常
的
交
流
を
描
写
す
る
作テ

ク
ス
ト品

で
あ
る
。『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
の
原
作
マ
ン
ガ
も
ま
た
日
常
を
描
い
た
物エ

ピ
ソ
ー
ド語

を
多
く
展
開
す
る
。

し
か
し
そ
れ
は
公ラ

イ
ブ演

に
向
け
て
の
日
常
で
あ
り
、
ア
ニ
メ
『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
』（
全
26
話
）
が
―
―
後
続
シ
リ
ー
ズ
ア
ニ
メ
作
品（

９
）も

含
め

て
―
―
ほ
ぼ
各
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
演
奏
・
歌
唱
・
演
舞
な
ど
）
場
面
を
置
き
、
そ
の
場
面
に
む
け
て
各
話
の

物
語
が
展
開
さ
れ
る
の
と
仕
組
み
的
に
は
同
じ
に
あ
る
。

　

と
は
い
え
ア
ニ
メ
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
の
場
合
、
ラ
イ
ブ
演
奏
場
面
は
第
５
話
（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
）、
第
８
話
（
初
ラ
イ
ブ
）、

第
12
話
（
文
化
祭
ラ
イ
ブ
）
の
三
回
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
そ
の
演
奏
に
到
達
す
る
た
び
に
階
梯
的
に
主
人
公
た
ち
は
成
長
し
て
ゆ
く
の
で
、

そ
の
成
長
物
語
の
主
筋
に
対
し
て
日
常
生
活
的
場
面
が
脇
筋
と
し
て
伏
線
を
籠
め
つ
つ
置
か
れ
て
い
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

ア
ニ
メ
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
は
『
け
い
お
ん
！
』
的
性
格
―
―
女
子
高
生
の
放
課
後
の
軽
音
楽
活
動
―
―
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
『
ラ

ブ
ラ
イ
ブ
！
』
的
構
造
―
―
ラ
イ
ブ
に
む
か
う
物
語
―
―
を
持
つ
作テ

ク
ス
ト品

だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

二
、
物
語
の
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ

　

主
人
公
の
後
藤
ひ
と
り
が
所
属
す
る
「
結
束
バ
ン
ド
」
は
左
記
の
四
人
か
ら
な
る
バ
ン
ド
で
あ
る
。

　
　

後
藤
ひ
と
り
（
秀
華
高
校
一
年
生
。  

リ
ー
ド
ギ
タ
ー
担
当
）

　
　

伊
地
知
虹に

じ
か夏

（
秀
華
高
校
一
年
生
。  

ド
ラ
ム
ス
担
当
）

　
　

山
田
リ
ョ
ウ
（
下
北
沢
高
校
二
年
生
。
ベ
ー
ス
担
当
）

　
　

喜
多
郁
代　
（
下
北
沢
高
校
二
年
生
。
ボ
ー
カ
ル
・
ギ
タ
ー
担
当
）
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下
北
沢
高
校
二
年
生
の
二
人
が
ベ
ー
ス
と
ド
ラ
ム
ス
を
う
け
も
ち
楽
曲
を
支
え
る
。
そ
の
上
に
旋う

た律
を
奏
で
る
の
が
ギ
タ
ー
の
二
人
で

あ
る
。
こ
の
構
造
は
そ
の
ま
ま
物
語
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
虹
夏
―
―
彼
女
は
作
中
「
伊
地
知
」
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
―
―
は
バ
ン
ド
「
結
束
バ
ン
ド
」
を
友
人
の
リ
ョ
ウ
―
―
彼
女
も
ま
た
「
山
田
」
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
い
―
―
と
と
も
に

結
成
し
、ラ
イ
ブ
に
む
け
て
積
極
的
に
行
動
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
姉
（
伊
地
知
星
歌
）
が
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
ス
タ
ー

リ
ー
」
の
店
長
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
姉
が
自
分
の
た
め
に
バ
ン
ド
マ
ン
を
や
め
て
妹
の
た
め
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
始
め
た
こ
と
に
応

え
、「
お
姉
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
人
気
の
あ
る
バ
ン
ド
に
な
る
こ
と
！
そ
し
て
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
も
っ
と
も
っ
と
有
名
に
す

る
こ
と
！
」（
第
８
話20
：10
付
近
）
と
い
う
夢
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
女
の
行
動
力
の
基
と
な
っ
て
い
る
。

　

彼
女
の
夢
の
実
現
に
む
け
て
の
場
を
舞
台
と
し
、
主
人
公
後
藤
ひ
と
り
と
い
う
「
陰
キ
ャ（

（1
（

」
ギ
タ
リ
ス
ト
の
物
語
は
展
開
さ
れ
る
。

　
「
陰
キ
ャ
」
と
は
作
中
で
主
人
公
の
性
格
を
主
人
公
自
ら
規
定
す
る
と
き
に
使
わ
れ
て
い
る
語
だ
が
、2010

年
代
に
は
い
っ
て
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
や
マ
ン
ガ
作
品
の
登
場
人
物
の
類
型
的
性
格
―
―
属キ

ャ
ラ性

―
―
と
し
て
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作モ

チ

ー

フ

品
構
成
要
素
で
「
陽

キ
ャ
」
を
対
語
と
す
る
。「
キ
ャ
」
は
「
キ
ャ
ラ
」
ま
た
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
「
キ
ャ
」
で
あ
り
、「
陽
キ
ャ
」
が
「
陽
気
で
明
る
い

性キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

格
を
も
つ
人
物
」
を
指
す
の
に
対
し
て
正
反
対
に
性
格
づ
け
ら
れ
た
「
陰
気
で
暗
い
性
格
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
意
味
す
る（

（1
（

。

　

後
藤
ひ
と
り
と
同
じ
ギ
タ
リ
ス
ト
で
「
陽
キ
ャ
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
喜
多
郁
代
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
〈
陰
キ
ャ
／
陽
キ
ャ
〉
の
対
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
両
者
は
対
比
的
な
性
格
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
設
定
に
見
ら
れ
る
要
素
を
二
項
対
立
的
に

並
べ
る
と
、

　

後
藤
（
陰
キ
ャ
）
―
喜
多
（
陽
キ
ャ
）

　
　

金
澤
八
景
在
住
―
下
北
沢
在
住

　
　

学
内
友
人
ナ
シ
―
学
内
友
人
複
数
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ギ
タ
ー
が
上
手
―
ギ
タ
ー
に
無
知

と
い
う
点
が
、
同
じ
下
北
沢
に
あ
る
秀
華
高
校
の
女
子
一
年
生
と
い
う
共
通
基
盤
の
上
に
見
出
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
作
品
を
後
藤
ひ
と
り
の
成

長
物
語
と
み
る
と
き
彼
女
の
物
語
線（

（1
（

を
旋
律
と
み
な
す
な
ら
ば
喜
多
―
―
虹
夏
や
リ
ョ
ウ
と
異
な
り
彼
女
は
苗
字
の
「
喜
多
」
で
呼
ば
れ

る（
（1
（

―
―
の
物
語
線
は
対
旋
律
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
作
品
は
結
束
バ
ン
ド
の
ギ
タ
リ
ス
ト
後
藤
ひ
と
り
の
成

長
物
語
に
対
し
て
同
じ
ギ
タ
リ
ス
ト
喜
多
郁
代
の
成
長
物
語
と
し
て
の
性
格
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ（

（1
（

。

　

な
お
、
二
人
に
対
し
て
ド
ラ
マ
ー
の
虹
夏
と
ベ
ー
シ
ス
ト
の
リ
ョ
ウ
の
物
語
線
に
は
成
長
物
語
的
要
素
は
希
薄
で
あ
る
。
虹
夏
は
常
に

メ
ン
バ
ー
を
リ
ー
ド
し
、
リ
ョ
ウ
は
マ
イ
ペ
ー
ス
を
崩
さ
な
い
。
性
格
上
の
欠
点
を
克
服
改
善
―
―
成
長
―
―
し
よ
う
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
台
詞
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　

三
、
後
藤
ひ
と
り
の
完
成

　

成
長
物
語
の
「
成
長
」
と
は
登
場
人
物
の
生
き
方
を
描
く
物
語
線
に
お
い
て
、起
点
で
の
性
格
が
終
点
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

変
化
の
過
程
は
「
貴
種
流
離
譚
」（
折
口1918

）
型
の
骨
格
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

折
口1918

に「
貴
種
流
離
譚
」と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
折
口
信
夫
が
こ
の
分
析
概
念
を
示
し
た
対
象
が「
愛
護
若
」

と
い
う
説
経
作
品
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
山
本1973
が
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
辻
々
で
語
ら
れ
た
説
経
作タ

イ
ト
ル品

間
の
特
性
と
し
て

示
し
た
語
句
の
共
有
性
と
あ
わ
せ
て
、『
古
事
記
』
の
物
語
的
叙
述
に
ま
で
遡
行
さ
れ
る
こ
の
話
型
（
志
水2009

（
（1
（

）
は
、
興
行
用
と
し
て

作テ
ク
ス
ト品

の
大
量
生
産
に
有
効
的
な
性
格
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
話
型
―
―
登
場
人
物
に
よ
る
行
為
の
連
続
の
パ
タ
ー
ン
―
―
の
登
場
人

物
に
異
な
る
属
性
と
名
称
を
与
え
れ
ば
別
の
作テ

ク
ス
ト品

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
性
は
歌
舞
伎
を
は
じ
め
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

さ
ら
に
は
小
説
投
稿
サ
イ
ト
な
ど
の
物
語
的
娯
楽
作テ

ク
ス
ト品

―
―
〈
生
産
―
消
費
〉
に
依
存
す
る
生
活
の
場
で
「
消
費
」（
＝
鑑
賞
）
さ
れ
る
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た
め
に
生
産
提
供
さ
れ
る
作タ

イ
ト
ル品

―
―
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

後
藤
ひ
と
り
の
物
語
に
つ
い
て
も
貴
種
流
離
譚
の
枠ス

ケ
ー
ル

組
み
〈
欠
損
・
抑
圧
→
流
離
〔
支
援
者
を
得
て
試
練
を
克
服
〕
→
再
生
・
解
放
〔
成

長
〕〉
に
た
や
す
く
図
式
化
で
き
る
。

　

作
品
に
即
し
て
確
認
す
れ
ば
、
ま
ず
〈
欠
損
・
抑
圧
〉
は
第
１
話
ア
バ
ン
―
―
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ニ
メ
前
の
物
語
場
面
―
―
の
冒
頭
で

性
格
づ
け
ら
れ
る
。
ア
バ
ン
の
前
半
で
は
原
作
マ
ン
ガ
に
は
な
い
ア
ニ
メ
固
有
の
物
語
へ
の
導
入
と
し
て
彼
女
の
幼
稚
園
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
示
さ
れ
る
。

　
　
「
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
人
こ
の
指
と
ー
ま
れ
」

　

と
い
う
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
躊た

め
ら躇

い
つ
つ
、

　
　
「
わ
た
し
な
ん
か
が
あ
の
指
に
と
ま
っ
て
い
い
の
か
な
」

と
独
白
す
る
と
こ
ろ
に
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
ま
ま
小
学
校
時
代
に
遠
足
で
先
生
と
お
弁
当
を
一
緒
に
食
べ
る
様
子
や

「
部
活
に
も
は
い
ら
ず
放
課
後
は
す
ぐ
帰
宅
」
す
る
中
学
一
年
生
で
の
様
子
が
描
か
れ
と
も
だ
ち
不
在
で
家
庭
外
の
生
活
環
境
へ
の
不
適

合
と
い
う
形
で
、
と
も
だ
ち
を
得
て
家
庭
外
生
活
環
境
下
に
自
分
の
居
場
所
の
あ
る
状
態
（
社
会
的
存
在
）
に
対
す
る
〈
欠
損
・
抑
圧
〉

状
態
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

　
　
「
た
ま
ー
に
思
う
。
こ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
ろ
う
か
ー
、
て
。」

と
い
う
自
問
の
独
白
の
先
に
「
陰
キ
ャ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
発
せ
ら
れ
て
（
担
当
の
声
優
、
青
山
吉
能
は
こ
こ
を
聞
き
取
り
に
く
い

つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声
で
こ
の
独
白
部
分
を
演
じ
て
い
る
）
彼
女
自
身
に
よ
る
自
己
規
定
が
な
さ
れ
る
。
同
時
に
こ
の
発
言
が
現
状
か
ら
の

脱
却
に
よ
る
「
成
長
を
希
求
す
る
物
語
」
す
な
わ
ち
成
長
物
語
を
生
成
す
る
ベ
ク
ト
ル
を
生
ん
で
い
る
。
作テ

ク
ス
ト品

自
体
が
成
長
物
語
で
あ
る

こ
と
を
自
己
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ア
バ
ン
後
半
は
原
作
に
即
し
、
中
学
一
年
生
の
彼
女
が
自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き
、
父
親
が
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
「
若
者
に
絶

大
な
人
気
を
誇
る
バ
ン
ド
」
の
演
奏
前
の
ト
ー
ク
が
映
る
。
こ
こ
で
そ
の
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
が
「
学
生
の
頃
は
教
室
の
隅
っ
こ
で
本
読

ん
で
る
ふ
り
し
て
る
や
つ
で
し
た
。
友
達
い
な
く
て
」
と
発
言
す
る
の
に
彼
女
は
反
応
し
、続
く
「
バ
ン
ド
は
陰
キ
ャ
で
も
輝
け
る
ん
で
」

に
惹
き
つ
け
ら
れ
―
―
原
作
に
は
こ
の
場
面
は
な
い
―
―
こ
の
バ
ン
ド
「
イ
ン
ス
ト
ー
ヴ
ス
」
の
「
ヒ
キ
ガ
ネ
」
の
前
奏
が
始
ま
る
と
ソ

フ
ァ
か
ら
立
ち
上
が
り
傍
ら
の
父
親
に
「
お
父
さ
ん
、
ギ
タ
ー
貸
し
て
」
と
願
う
。
後
藤
ひ
と
り
の
父
も
ま
た
バ
ン
ド
マ
ン
で
あ
っ
た
か

ら
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
彼
女
は
二
世
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
彼
女
は
「
貴
種
」
で
あ
る
。

　

許
可
を
と
り
自
宅
二
階
に
上
が
る
時
「
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
ら
私
み
た
い
な
人
間
で
も
も
し
か
し
た
ら
輝
け
る
?!
」（
原
作
で
は
「
バ
ン

ド
な
ら
私
み
た
い
な
暗
い
人
間
で
も
輝
け
る
…
…
？
」）
と
思
い
、
父
の
ギ
タ
ー
で
練
習
を
始
め
る
。
そ
こ
に
「
決
め
た
。
ギ
タ
ー
上
手

く
な
る
。
で
、
学
校
で
バ
ン
ド
組
ん
で
。
そ
れ
で
文
化
祭
で
ラ
イ
ブ
し
て
、
み
ん
な
か
ら
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
ん
だ
ぁ
！
」
と
い
う
彼
女
の

力
強
い
表
明
が
独
白
さ
れ
る
（
声
優
は
最
後
に
む
け
て
声
調
を
高
め
明
る
め
に
盛
り
上
げ
て
彼
女
の
ま
だ
見
ぬ
未
来
へ
の
期
待
を
表
現
し

て
い
る
）。

　

こ
こ
ま
で
に
彼
女
の
性
格
と
物
語
線
の
基
本
軸
は
す
べ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
自
己
肯
定
感
が
低
い
反
面
、
承
認
欲
求
が
強
い
―
―
第

４
話
で
彼
女
は
自
ら
を
「
承
認
欲
求
モ
ン
ス
タ
ー
」
と
表
現
し
て
い
る（

（1
（

―
―
性
格
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
彼
女
の
物
語
は
両
極
端
に

あ
る
〈
陰
キ
ャ
（「
わ
た
し
な
ん
か
が
」）〉
と
〈
輝
き
（「
み
ん
な
か
ら
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
」）〉
つ
ま
り
自
己
認
識
と
理
想
（
夢
）
と
の
間

を
揺
れ
動
く
姿
で
彼
女
の
「
流
離
」
が
物
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
で
夢
が
現
実
へ
と
近
づ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
認
識
の
鈍
さ
が
面
白
さ

と
な
っ
て
作
品
の
味
わ
い
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
話
型
で
〈
流
離
〉
の
場
は
多
く
の
場
合
、
異
郷
訪
問
の
要モ

チ
ー
フ素

を
持
つ
。
東
京
都
の
下
北
沢
を
主
な
舞
台
と
す
る
後
藤
ひ
と
り
の
物

語
で
は
、〈
欠
損
・
抑
圧
〉
が
生
じ
て
い
た
自
宅
地
域
―
―
神
奈
川
県
の
金
沢
八
景
付
近
―
―
か
ら
多
摩
川
―
―
東
京
都
と
神
奈
川
県
と
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の
境
界
―
―
を
越
え
て
異
郷
訪
問
を
果
た
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
下
北
沢
を
本
拠
地
と
す
る
バ
ン
ド
活
動
の
物
語
で
あ

る
か
ら
、こ
の
作テ

ク
ス
ト品

は
後
藤
ひ
と
り
の
流
離
先
で
の
物
語
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
流
離
先
に
〈
試
練
と
克
服
〉
と
い
う
要
素
が
置
か
れ
、

そ
こ
で
彼
女
の
成
長
の
姿
を
描
く
物
語
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

古
く
か
ら
あ
る
貴
種
流
離
譚
形
式
の
物
語
の
共
通
要
素
と
し
て
、
流
離
者
の
名
が
変
わ
る
と
い
う
型
が
あ
る（

（2
（

。
こ
の
作
品
の
主
人
公
後

藤
ひ
と
り
は
〈
欠
損
・
抑
圧
〉
を
満
た
す
た
め
に
ギ
タ
ー
演
奏
動
画
を
配
信
し
て
い
る
が
こ
れ
も
〈
流
離
〉
の
一
種
で
あ
る
―
―
こ
の
場

合
流
離
先
の
〈
異
郷
〉
は
配
信
者
の
実
在
す
る
空
間
と
は
異
な
る
虚
構
的
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
る
―
―
と
見
れ
ば
、
そ
こ
で
の
後
藤
ひ

と
り
は
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
名
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
名
は
実
在
し
て
い
る
〈
欠
損
・
抑
圧
〉
状
態
の
彼
女
の
承
認
欲
求
を
満
た
し

て
い
る
虚
構
的
世
界
で
の
姿
の
名
で
あ
る
。

　

一
方
、実
在
世
界
に
お
い
て
は
、下
北
沢
と
い
う
異
郷
で
後
藤
ひ
と
り
は「
ぼ
っ
ち
」と
い
う
名
を
リ
ョ
ウ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
ネ
ッ

ト
配
信
さ
れ
て
い
る
後
藤
ひ
と
り
は
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
の
名
で
ソ
ロ
プ
レ
イ
を
公
開
し
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
一
方
、
結
束
バ
ン

ド
の
後
藤
ひ
と
り
は
「
ぼ
っ
ち
」
の
名
で
合
奏
し
、虹
夏
と
リ
ョ
ウ
に
「
ド
下
手
だ
」
と
評
価
さ
れ
る
（
第
１
話
）。
い
わ
ば
「
後
藤
ひ
と
り
」

は
物
語
の
始
発
に
お
い
て
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
「
ぼ
っ
ち
」
と
両
極
端
な
性
格
に
分
離
し
て
い
る
。
対
立
的
に
並
行
す
る
こ
の
属
性

が
交
わ
り
〈
ぼ
っ
ち
＝
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
〉
と
な
る
の
が
第
８
話
の
初
ラ
イ
ブ
で
の
演
奏
と
打
ち
上
げ
の
宴
席
の
場
―
―
厳
密
に
は
席
か

ら
離
れ
て
店
外
で
の
場
面
に
な
る
が
―
―
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　

結
束
バ
ン
ド
の
初
ラ
イ
ブ
は
台
風
の
接
近
下
で
開
催
さ
れ
る
。
客
足
が
伸
び
ず
ま
だ
知
名
度
の
な
い
バ
ン
ド
に
対
す
る
関
心
は
低
く
、

初
ラ
イ
ブ
へ
の
期
待
と
現
況
と
の
落
差
に
動
揺
し
演
奏
が
不
安
定
に
な
る
虹
夏
た
ち
他
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
「
ぼ
っ
ち
」
は
「
ギ
タ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
」
の
技
量
を
も
っ
て
リ
ー
ド
し
無
関
心
の
観
客
の
心
を
と
ら
え
る
。
同
じ
現
象
―
―
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
の
顕
現
―
―
は
第

５
話
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
演
奏
場
面
で
も
起
き
て
い
る
が
、
第
８
話
Ｂ
パ
ー
ト
の
ラ
イ
ブ
の
打
ち
上
げ
場
面
に
お
い
て
店
外
に
涼
み
に
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で
た
虹
夏
と
彼
女
を
探
し
に
外
に
出
た
「
ぼ
っ
ち
」
と
の
間
の
会
話
で
、

「
あ
の
さ
、
今
日
の
演
奏
み
て
気
付
い
た
ん
だ
け
ど
、
ぼ
っ
ち
ち
ゃ
ん
が
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
な
ん
で
し
ょ
」

と
虹
夏
に
指
摘
さ
れ
肯
定
す
る
。
こ
こ
で
虹
夏
は
自
ら
の
夢
を
述
べ
、
実
際
に
お
い
て
そ
の
夢
が
挫
け
そ
う
に
な
る
と
き
「
ぼ
っ
ち
」
が

助
け
て
く
れ
た
こ
と
を
、

「
で
も
そ
ん
な
状
況
を
い
つ
も
壊
し
て
く
れ
た
の
が
ぼ
っ
ち
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
よ
ね
。今
日
の
ぼ
っ
ち
ち
ゃ
ん
私
に
は
本
当
に
ヒ
ー
ロ
ー

に
見
え
た
よ
」

と
感
謝
し
、

「
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
み
せ
て
ね
。
ぼ
っ
ち
ち
ゃ
ん
の
ロ
ッ
ク
…
ぼ
っ
ち
ざ
ろ
っ
く
を
！
」

と
締
め
る
。
こ
こ
に
お
い
て
分
離
し
て
い
た
「
ぼ
っ
ち
」
と
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
虹
夏
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
前
、
虹
夏
に
と
っ
て
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
ひ
と
つ
の
指
針
で
あ
っ
た
。

　

第
１
話
で
初
め
て
合
奏
体
験
を
し
た
後
藤
ひ
と
り
―
―
リ
ョ
ウ
が
主
人
公
に
「
ぼ
っ
ち
」
の
名
を
与
え
る
の
は
こ
の
先
の
場
面
で
あ
る

―
―
に
虹
夏
と
リ
ョ
ウ
は
「
ド
下
手
」
と
い
う
評
価
を
下
す
。「
ド
下
手
」
評
価
を
う
け
て
、
後
藤
は
出
演
―
―
聴
衆
（
不
特
定
他
者
）

の
前
で
の
演
奏
―
―
に
怯
え
て
ゴ
ミ
箱
に
引
き
こ
も
る
場
面
に
な
る
。
不
安
を
と
り
の
ぞ
い
て
出
演
さ
せ
よ
う
と
虹
夏
は
い
ろ
い
ろ
と
主

人
公
を
説
得
す
る
。
こ
の
と
き
後
藤
は
「
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
」
と
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
演
奏
体
験
で
得
ら
れ
た
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
感

慨
を
語
る
。
こ
こ
で
リ
ョ
ウ
が
、

「
普
段
は
何
弾
く
の
？
」

と
問
う
の
に
対
し

「
普
段
は
カ
バ
ー
曲
ネ
ッ
ト
に
あ
げ
た
り
」
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と
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
の
活
動
を
ア
カ
ウ
ン
ト
名
を
伏
せ
て
語
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
、

「
な
ん
か
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
さ
ん
み
た
い
だ
ね
。
っ
て
知
っ
て
る
？
最
高
に
上
手
い
か
ら
聞
い
て
み
て
。」

と
コ
メ
ン
ト
す
る
の
は
虹
夏
だ
が
リ
ョ
ウ
も

「
私
も
オ
ス
ス
メ
に
何
度
も
あ
が
っ
て
く
る
か
ら
み
た
け
ど
す
ご
く
上
手
か
っ
た
」

と
肯
定
し
て
い
る
。

　

ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
話
題
を
だ
し
た
理
由
を
説
明
す
る
虹
夏
だ
が
そ
こ
で

「
私
た
ち
の
み
て
な
い
と
こ
ろ
で
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
練
習
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
」

と
云
う
の
に
後
藤
は
反
応
す
る
。

　

後
藤
ひ
と
り
の
物
語
に
お
い
て
、
虹
夏
は
主
人
公
を
理
解
、
承
認
し
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
証
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る（

（2
（

。

　
　

四
、
喜
多
郁
代
の
嘘

　

第
８
話
で
「
ぼ
っ
ち
」
が
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
虚
構
世
界
で
の
属
性
が
現う

つ
し
み身

に
も
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
後
藤

ひ
と
り
の
物
語
の
一
つ
の
達
成
点
と
し
て
、
こ
こ
を
新
た
な
起
点
と
し
て
第
９
話
以
降
、
も
う
ひ
と
り
の
ギ
タ
リ
ス
ト
喜
多
郁
代
が
後
藤

ひ
と
り
の
物
語
に
絡
ん
で
く
る
。
最
終
話
で
の
秀
華
高
校
文
化
祭
ラ
イ
ブ
に
む
け
て
の
四
話
で
の
彼
女
は
、
い
わ
ば
後
藤
ひ
と
り
の
「
代

行
者
・
代
弁
者
」
と
い
う
役
割
を
身
に
つ
け
て
ゆ
く
。

　

ラ
イ
ブ
終
了
後
、
後
藤
の
壊
れ
た
ギ
タ
ー
の
代
替
器
を
求
め
に
楽
器
店
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
（
第
12
話
Ｂ
パ
ー
ト
）
に
注
目
し
た
い
。

楽
器
購
入
自
体
は
喜
多
が
店
員
―
―
原
作
で
は
星
歌
の
か
つ
て
の
バ
ン
ド
仲
間
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
ア
ニ
メ
版
で
は
そ
れ
に
触
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れ
て
い
な
い
―
―
と
腹
話
術
―
―
後
藤
が
人
形
で
喜
多
が
腹
話
術
師
―
―
で
話
す
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
後
藤
の
「
代
行
者
・
代

弁
者
」
と
い
う
喜
多
の
役
割
が
顕
著
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ギ
タ
リ
ス
ト
後
藤
と
喜
多
と
の
物
語
の
最
終
帰
着
点
と
い
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。

　

喜
多
は
第
１
話
で
ギ
タ
ー
を
背
負
っ
て
校
内
を
歩
く
後
藤
ひ
と
り
を
目
に
し
気
に
留
め
て
い
る
場
面
が
あ
る
も
の
の
（8

：20

付
近
）、

実
質
は
第
３
話
の
ア
バ
ン
で
登
場
し
、
後
藤
の
物
語
線
上
、「
バ
ン
ド
で
ボ
ー
カ
ル
を
し
て
い
た
」
喜
多
の
話
を
学
校
で
後
藤
が
耳
に
す

る
形
で
登
場
す
る
。
ボ
ー
カ
ル
不
在
の
結
束
バ
ン
ド
へ
の
勧
誘
を
思
い
つ
い
た
後
藤
は
廊
下
で
彼
女
の
姿
を
も
の
か
げ
か
ら
視
認
す
る

が
、
喜
多
の
発
す
る
陽
キ
ャ
性
に
圧
倒
さ
れ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
破
壊
さ
れ
る
。
こ
の
場カ

ッ
ト面

は
水
を
入
れ
た
風
船
が
音
を
立
て
て
割
れ

る
映
像
に
よ
っ
て
譬
喩
的
に
表
現
さ
れ
る
が
、
水
風
船
が
割
れ
る
「
ぺ
し
ょ
」
と
い
う
音
―
―
原
作
は
「
パ
リ
ー
ン
」
と
い
う
硬
質
な
印

象
を
生
む
擬
音
を
手
書
き
で
三
つ
重
ね
て
表
現
し
て
い
る
が
、
ア
ニ
メ
版
は
張
り
の
な
い
音
で
表
現
し
、
後
藤
ひ
と
り
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
情
け
な
さ
が
表
出
さ
れ
て
い
る
―
―
は
喜
多
の
耳
に
届
き
、「
ん
？
何
の
音
？
」
と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
。
喜
多
が
後
藤

の
自ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

己
同
一
性
に
関リ

ン
ク与

で
き
る
位ポ

ジ
シ
ョ
ン置

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
こ
の
作
品
で
は
こ
の
よ
う
な
、
物ス

ト
ー
リ
ー語

の
語
り
の
水
準
を
異
に
す
る
譬
喩
的
な
視
覚
的
表
現
―
―
例
え
ば
後
藤
が
緊
張
し
た
と
き
や

照
れ
た
時
な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
輪
郭
が
標
準
設
定
か
ら
崩
れ
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
る
な
ど
の
誇
張
表
現
や
文
字
表
現
を
そ
の
ま
ま
視
覚

化
し
た
よ
う
な
表
現
―
―
が
そ
の
ま
ま
水
準
の
語
り
に
受
容
さ
れ
て
物
語
を
展
開
さ
せ
る
演
出
―
―
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
で
は
よ
く
見
ら
れ

る
演
出
―
―
が
特
に
印
象
的
に
機
能
し
て
い
る
。

　

本
編
に
は
い
る
と
後
藤
か
ら
ス
ト
ー
キ
ン
グ
的
接

タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー

近
―
―
主
人
公
は
そ
の
性
格
（
陰
キ
ャ
）
上
、
喜
多
（
陽
キ
ャ
）
に
声
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
―
―
を
う
け
た
喜
多
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
バ
ン
ド
へ
の
勧
誘
の
こ
と
ば
が
う
ま
く
か
け
ら
れ
な

か
っ
た
後
藤
は
学
内
の
自
分
の
居
場
所
―
―
階
段
の
下
の
「
使
わ
れ
な
い
机
な
ど
が
置
い
て
あ
る
謎
空
間
」
―
―
に
か
け
戻
り
ギ
タ
ー
の



－ 69 －

弾
き
語
り
で
自
分
の
情
け
な
さ
を
語
る
（
こ
れ
が
心
内
文
に
相
当
す
る
）。
そ
の
演
奏
音
が
喜
多
を
呼
び
寄
せ
、
後
藤
は
喜
多
を
バ
ン
ド

に
勧
誘
す
る
が
、
喜
多
は
「
ギ
タ
ー
弾
け
な
い
の
よ
ね
」
と
答
え
（7

：40

付
近
）、
喜
多
が
後
藤
に
ギ
タ
ー
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
を

条
件
に
、
放
課
後
に
二
人
で
下
北
沢
に
向
か
う
。

　

こ
の
場
面
は
第
１
話
で
虹
夏
が
後
藤
と
「
道み

ち
ゆ
き行

」
を
展
開
す
る
場
面
の
ゆ
が
ん
だ
再リ

フ
レ
イ
ン現

で
あ
る
。

　

第
１
話
Ｂ
パ
ー
ト
で
虹
夏
が
後
藤
を
連
れ
て
下
北
沢
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
向
か
う
場
面
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
浄
瑠
璃
な
ど
の
語
り
物
文

藝
に
み
ら
れ
る
「
道
行
」
的
性
格
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
描
写
は
原
作
に
は
な
く
、
ア
ニ
メ
で
は
下
北
沢
駅
東
口
の
看
板
に
始
ま
り
二
人
の

会
話
の
背
景
に
商
店
街
の
景
色
が
映
し
出
さ
れ
る
。
語
り
物
文
藝
で
の
「
道
行
」
で
は
語
り
の
詞
章
中
に
道
中
の
名
所
を
織
り
込
む
が
、

ア
ニ
メ
の
場
合
は
背
景
画
で
直
接
表
現
さ
れ
る
の
で
言
語
表
現
特
有
の
文
藝
的
特
質
は
見
い
だ
せ
な
い（

（2
（

。
し
か
し
こ
の
ア
ニ
メ
作
品
で
は

二
人
を
正
面
も
し
く
は
背
後
方
向
か
ら
描
く
場
合
は
広
角
レ
ン
ズ
風
の
遠
近
法
で
、
横
か
ら
描
く
場
合
は
望
遠
レ
ン
ズ
風
に
遠
近
感
が
出

な
い
よ
う
に
描
い
て
お
り
、
後
者
で
描
か
れ
る
の
は
「
本
丸
劇
場
」（
作
中
名
。
実
際
の
本
多
劇
場
。
一
九
八
二
年
開
場
）
と
「
舞
」（
作

中
名
。
実
際
の
「
劇
」
小
劇
場
。
一
九
九
七
年
開
場
。
本
多
劇
場
グ
ル
ー
プ
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
町
」
と
し
て
、

と
く
に
本
多
劇
場
開
場
の
80
年
代
に
作
ら
れ
た
下
北
沢
の
文
化
的
象
徴
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
の
場
面
で
は
後
藤
の
心
情

が
妄
想
的
映
像
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
憬
れ
の
ラ
イ
ブ
を
す
る
場
所
に
向
か
う
中
で
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
を
ラ
イ
ブ
で
の

成
功
を
妄
想
し
て
打
ち
消
す
よ
う
な
、低
い
自
己
肯
定
と
強
い
承
認
欲
求
の
心
理
描
写
が
展
開
さ
れ
る（11

：37

付
近
）。
古
典
文
学
の「
道

行
」
に
見
ら
れ
る
旅
の
途
中
の
名
所
の
名
を
呼
び
込
み
道
行
く
者
の
心
理
を
織
り
込
む
様
式
の
変
形
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
１
話
の
「
道
行
」
は
貴
種
流
離
譚
型
の
後
藤
の
成
長
物
語
に
お
い
て
「
異ス

タ
ー
リ
ー郷

」
へ
の
道
行
で
あ
る
。
第
３
話
で
は
後
藤
の
位
置
に

喜
多
が
お
か
れ
て
い
る
。
虹
夏
の
位
置
に
あ
る
後
藤
が
そ
の
性
格
の
真ま

逆
性
―
―
虹
夏
も
陽
キ
ャ
体
質
で
あ
る
―
―
ゆ
え
に
第
１
話
の

モ

滑
滑稽

滑
稽
的
再
現（

ド
キ
と
な
っ
て
い
る
。
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道
行
途
上
で
目
的
地
を
知
り
喜
多
は
帰
ろ
う
と
す
る
が
そ
こ
に
虹
夏
と
リ
ョ
ウ
が
あ
ら
わ
れ
「
あ
ぁ
！
逃
げ
た
ギ
タ
ー
」
の
一
言
で
バ

ン
ド
と
喜
多
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
過
去
ゆ
え
に
結
束
バ
ン
ド
へ
の
復
帰
を
拒
否
す
る
喜
多
だ
が
、
ス
タ
ー
リ
ー
（
流
離

先
）
で
は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
業
務
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
（
試
練
）、
結
局
復
帰
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
―
―
山
田
を
思
慕
す
る
あ

ま
り
ギ
タ
ー
が
弾
け
る
と
嘘
を
つ
い
て
バ
ン
ド
に
加
入
し
た
ギ
タ
ー
を
弾
け
な
い
―
―
喜
多
の
手
に
、
ギ
タ
ー
の
練
習
を
し
た
跡
を
見
出

し
た
後
藤
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。

　

後
藤
の
物
語
が
進
行
す
る
第
８
話
ま
で
喜
多
の
位
置
は
虹
夏
や
リ
ョ
ウ
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
主
だ
っ
た
動
き
は
な
い
。
し
か
し
後
藤

の
物
語
が
「
ぼ
っ
ち
」
と
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
の
一
致
と
い
う
形
で
ひ
と
ま
ず
お
さ
ま
っ
た
後
、
第
９
話
で
夏
休
み
に
仲
間
と
遊
べ

な
か
っ
た
後
藤
の
た
め
に
メ
ン
バ
ー
で
江
の
島
参
詣
―
―
技
藝
神
妙
音
弁
財
天
を
祀
る
―
―
を
す
る
あ
た
り
か
ら
後
藤
の
物
語
と
深
く
か

か
わ
り
だ
す
。

　

第
10
話
か
ら
第
12
話
ま
で
は
後
藤
と
喜
多
の
通
う
秀
華
高
校
の
文
化
祭
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
―
―
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
結
束
バ
ン
ド

の
ラ
イ
ブ
に
置
か
れ
る
―
―
と
し
て
、保
健
室
に
始
ま
り
保
健
室
に
終
わ
る
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
る
。
そ
こ
に
は
必
ず
喜
多
が
い
る
。

　

最
初
の
保
健
室
の
場
面
は
、
文
化
祭
の
個
人
参
加
募
集
の
話
を
聞
き
ラ
イ
ブ
に
憧
れ
て
い
た
後
藤
―
―
第
10
話
ア
バ
ン
で
文
化
祭
の
こ

と
を
決
め
る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
中
に
居
眠
り
し
て
見
る
夢
が
文
化
祭
ラ
イ
ブ
で
あ
る
し
、
第
１
話
か
ら
し
ば
し
ば
文
化
祭
ラ
イ
ブ
へ
の
こ
だ

わ
り
が
表
現
さ
れ
て
き
て
い
る
―
―
が
「
陰
キ
ャ
」
の
性
格
上
参
加
し
な
い
こ
と
へ
の
言
い
訳
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
と
こ
ろ

が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
「
ク
ラ
ス
の
誰
か
が
ラ
イ
ブ
し
た
ら
わ
た
し
惚
れ
ち
ゃ
う
な
～
♡
」
の
一
言
で
校
舎
廊
下
の
申
込
申
請
書
類
入
れ
に

参
加
申
込
書
を
投
函
し
よ
う
と
し
て
―
―
そ
も
そ
も
彼
女
は
ち
や
ほ
や
さ
れ
た
い
と
い
う
「
煩
悩
」
で
ギ
タ
ー
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
―

―
我
に
返
っ
た
後
藤
が
「
煩
悩
」
を
追
い
払
う
べ
く
廊
下
に
頭
を
打
ち
付
け
て
気
絶
し
保
健
室
に
搬
送
さ
れ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
（
以
上

ア
バ
ン
）
か
ら
の
展
開
に
な
る
。
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第
10
話
本
編
は
後
藤
が
保
健
室
で
目
覚
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
ベ
ッ
ド
脇
に
付
き
添
っ
て
い
る
喜
多
の
顔
が
視
野
に
入
る
。
喜
多

の
背
後
の
隣
の
空
い
た
ベ
ッ
ド
の
机
に
は
参
加
申
込
書
が
置
か
れ
て
お
り
―
―
こ
れ
は
常
に
こ
の
場カ

ッ
トの

背
景
あ
る
い
は
前
景
中
に
描
か
れ

て
い
る
―
―
そ
れ
が
目
に
入
っ
た
後
藤
は
喜
多
に
結
束
バ
ン
ド
の
参
加
の
話
を
し
た
と
き
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
想
像
し
て（

（2
（

そ
れ
に
触
れ
る

こ
と
な
く
喜
多
を
返
す
。
そ
の
ま
ま
ラ
イ
ブ
に
出
演
し
た
と
き
を
考
え
、
ス
マ
ホ
で
「
文
化
祭
ラ
イ
ブ
」
の
様
子
を
調
べ
た
り
、
脳
内
で

自
分
た
ち
の
場
合
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
が
、
虹
夏
や
喜
多
の
陽
キ
ャ
性
、
ま
た
リ
ョ
ウ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
ク
ー
ル
さ
を
想

像
し
て
自
己
卑
下
に
お
ち
い
り
、「
無
理
だ
」
と
云
っ
て
参
加
申
込
書
を
ゴ
ミ
箱
に
棄
て
る
。

　

し
か
し
後
藤
は
バ
イ
ト
先
で
も
あ
る
ス
タ
ー
リ
ー
に
着
く
や
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
箱
―
―
後
藤
の
内
省
に
よ
る
自
己
嫌
悪
と
他
者
か
ら
の
逃

避
願
望
の
視
覚
化
で
ゴ
ミ
箱
は
後
藤
の
居
場
所
で
あ
る
自
宅
自
室
の
押
入
の
メ
タ
フ
ァ
ー
―
―
の
中
に
入
る
。
そ
れ
を
見
た
店
長
の
星
歌

に
問
わ
れ
て
文
化
祭
へ
の
参
加
一
件
を
語
る
。
そ
こ
に
虹
夏
と
リ
ョ
ウ
が
来
合
せ
る
。
こ
の
作テ

ク
ス
ト品

で
の
役
割
通
り
、
積
極
的
に
参
加
を
推

す
の
が
虹ド

ラ
ム
ス夏

。
そ
れ
に
同
意
し
つ
つ
も
後ギ

タ
ー藤

の
迷
い
を
受
け
止
め
て
先
を
促
す
の
が
リベ

ー

ス
ョ
ウ
で
あ
る
。

　

翌
朝
、
参
加
を
決
意
し
て
登
校
し
た
後
藤
だ
が
、
再
び
怖
気
づ
い
て
不
参
加
を
決
め
る
。
そ
こ
で
喜
多
と
一
緒
に
な
る
。

「
昨
日
気
に
な
っ
て
保
健
室
戻
っ
た
ら
も
う
後
藤
さ
ん
い
な
く
て
。」

「
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
ご
め
ん
な
さ
い
」

「
あ
、
あ
と
出
し
て
お
い
た
か
ら
ね
」

「
ふ
ぇ
？
」

「
文
化
祭
の
個
人
ス
テ
ー
ジ
。」

「
へ
？
」

「
結
束
バ
ン
ド
で
出
場
す
る
の
よ
ね
？
」
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「
は
？
」

「
も
う
す
っ
ご
く
楽
し
み
。
保
健
室
の
ゴ
ミ
箱
に
ま
ち
が
っ
て
は
い
っ
ち
ゃ
て
っ
た
の
。
あ
ぶ
な
か
っ
た
ね
。
文
化
祭
ラ
イ
ブ
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
ね
」

　

喜
多
の
こ
と
ば
を
聞
く
や
後
藤
は
シ
ョ
ッ
ク
で
顔
の
デ
ザ
イ
ン
が
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
的
に
変
形
し
は
じ
め
ピ
カ
ソ
「
泣
く
女
」
及
び
ム
ン

ク
の
「
叫
び
」
を
出
典
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
へ
と
変
化
し（

（2
（

、
そ
の
ま
ま
ス
タ
ー
リ
ー
の
床
に
置
か
れ
た
洋
風
棺
桶
の
中
に
横
た
わ
っ
た
姿
と

な
る
。
傍
ら
に
「
私
は
罪
人
で
す
」
の
札
を
首
か
ら
下
げ
た
喜
多
が
い
て
、「
ど
う
し
よ
う
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
わ
た
し
人
殺
し
に
な
っ
ち
ゃ
う
」

と
嘆
い
て
い
る
。

　

そ
こ
に
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
人
気
バ
ン
ド
「Sick H

ack

」
の
ベ
ー
シ
ス
ト
の
廣
井
き
く
り
―
―
す
で
に
第
６
話
で
登
場
し
て
お
り
、
後

藤
の
物
語
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
る
（
後
述
）
―
―
が
や
っ
て
き
て
後
藤
―
―
説
明
も
な
く
復
活
し
て
い
る
―
―
の
話
を
聞
き
、

結
束
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
を
自
分
の
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
に
誘
う
。
公
演
後
、
き
く
り
は
後
藤
に
自
分
の
過
去
を
話
し
、
か
つ
す
で
に
後
藤

に
路
上
ラ
イ
ブ
の
経
験
が
あ
る
―
―
第
６
話
―
―
こ
と
を
指
摘
し
文
化
祭
ラ
イ
ブ
に
む
け
て
励
ま
す
。
後
藤
に
覚
悟
が
き
ま
る
。

　

そ
の
後
、
結
束
バ
ン
ド
で
文
化
祭
ラ
イ
ブ
に
む
け
て
の
打
ち
合
わ
せ
―
―
曲
目
を
決
め
、
後
藤
の
ソ
ロ
を
入
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
―
―

を
し
た
帰
り
道
で
喜
多
は
後
藤
が
文
化
祭
申
込
用
紙
を
自
分
の
意
志
で
棄
て
た
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
あ
え
て
申
し
込
ん
だ
こ
と
を
告

白
す
る（

（2
（

。

　

後
藤
は
怒
ら
ず
に
、
逆
に
喜
多
に
対
し
て
、

「
最
初
は
ど
う
し
よ
う
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
今
は
ち
ょ
っ
と
楽
し
み
っ
て
い
う
か
。
そ
れ
も
喜
多
さ
ん
が
用
紙
を
出
し
て

く
れ
た
か
ら
で
。
だ
か
ら
感
謝
し
て
ま
す
、
あ
り
が
と
う
」

と
喜
多
の
背
信
的
行
為
―
―
喜
多
が
後
藤
の
横
た
わ
っ
た
棺
桶
の
脇
で
「
わ
た
し
は
罪
人
で
す
」
の
札
を
首
か
ら
か
け
て
い
た
表
現
は
、
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「
棺
桶
に
横
た
わ
る
」
と
い
う
後
藤
が
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶
し
た
こ
と
の
譬
喩
的
表
現
に
よ
っ
て
ギ
ャ
グ
化
さ
れ
て
い
た
の
が
、
こ
こ
に
お

い
て
喜
多
の
後
藤
に
対
す
る
心
情
的
説
明
と
し
て
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
―
―
を
肯
定
的
に
う
け
と
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
喜
多

の
「
罪
」
は
赦
免
さ
れ
、
喜
多
の
行
為
は
後
藤
の
積
極
性
の
代
行
に
転
化
さ
れ
る
。

　

喜
多
が
背
信
的
行
為
に
至
っ
た
理
由
は
本
編
Ｂ
パ
ー
ト
最
後
に
心
内
文
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
る
。

「
私
ね
。
ど
う
し
て
も
後
藤
さ
ん
に
文
化
祭
に
出
て
も
ら
い
た
か
っ
た
ん
だ
。
だ
っ
て
後
藤
さ
ん
は
…
…
」（
第
10
話21

：23

付
近
）

こ
れ
は
原
作
に
は
な
い
。
台
詞
の
最
後
が
飲
み
込
ま
れ
て
い
る
が
そ
の
先
は
第
12
話
で
の
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
で
ラ
イ
ブ
演
奏
中
に
語
ら
れ

る
（
左
記
傍
線
部
）。

「
み
ん
な
に
見
せ
て
よ
。
ほ
ん
と
う
は
後
藤
さ
ん
は
凄
く
か
っ
こ
い
い
ん
だ
っ
て
と
こ
ろ
を
」（
第
12
話5

：18

付
近
）

　

こ
れ
は
二
曲
目
を
演
奏
中
に
、
父
か
ら
借
り
て
使
っ
て
い
た
後
藤
愛
用
の
ギ
タ
ー
の
１
弦
が
切
れ
、
２
弦
の
ペ
グ
も
壊
れ
た
状
況
で
対

処
の
方
法
な
く
困
惑
し
て
い
る
中
、
ソ
ロ
演
奏
の
場
が
迫
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
の
喜
多
が
ア
ド
リ
ブ
を
い
れ
て
時
間
か
せ
ぎ
を
し
て
い
る

と
き
の
喜
多
の
台
詞
―
―
心
内
文
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
―
で
あ
る
。

　

後
藤
は
観
客
と
し
て
来
て
い
た
廣
井
き
く
り
―
―
彼
女
は
一
曲
目
の
段
階
で
後
藤
の
ギ
タ
ー
の
不
調
を
見
抜
い
て
い
る
―
―
が
飲
ん
で

ス
テ
ー
ジ
上
に
放
置
し
て
い
た
カ
ッ
プ
酒
の
空
き
瓶
を
用
い
て
演
奏
（
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
奏
法
）
し
危
難
を
脱
す
る
。

　

こ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
機
転
に
聴
衆
は
湧
き
あ
が
り
、
後
藤
へ
の
称
賛
も
ス
テ
ー
ジ
に
届
き
、
後
藤
の
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
た
い
願
望
は
あ

る
意
味
達
成
さ
れ
る
が
、
喜
多
か
ら
急
に
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
コ
メ
ン
ト
を
要
求
さ
れ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
後
藤
は
、
過
去
の
体
験
と

記
憶
の
中
か
らSick H

ack

の
ス
テ
ー
ジ
で
の
廣
井
き
く
り
（
第
10
話
）
を
模
倣
し
て
後
藤
は
客
席
に
飛
び
込
み
床
に
墜
落
し
て
気
を
失

う
。

　

第
12
話
Ａ
パ
ー
ト
の
最
後
の
場
は
第
10
話
Ａ
パ
ー
ト
の
保
健
室
の
場
と
同
様
に
後
藤
が
目
を
覚
ま
し
、
そ
こ
に
い
る
喜
多
が
入
る
場
面
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で
始
ま
る
。
第
10
話
で
の
と
き
は
会
話
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
も
な
く
喜
多
を
帰
ら
せ
た
後
藤
だ
っ
た
が
―
―
こ
の
場
で
の
喜
多
は
活
躍
が

少
な
い
が
、
彼
女
が
後
藤
の
気
絶
し
て
い
る
間
に
参
加
用
紙
を
見
、
後
藤
が
捨
て
た
の
ち
に
回
収
、
応
募
し
た
こ
と
を
示
す
場
と
し
て
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
第
10
話
の
最
後
で
わ
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
―
―
こ
こ
で
は
喜
多
に
対
し
て
演
奏
技
術
の
上
達
を
驚
い
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

　

演
奏
技
術
の
上
達
に
つ
い
て
は
、
第
10
話
の
最
後
に
喜
多
が
リ
ョ
ウ
に
ギ
タ
ー
演
奏
の
指
導
を
頼
む
場
面
が
あ
り
、

「
も
っ
と
練
習
し
て
変
わ
り
た
い
ん
で
す
、
わ
た
し
も
」（21

：40

付
近
）

と
発
言
し
て
い
る
。
喜
多
も
成
長
を
求
め
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
で
あ
る
。

　

喜
多
の
こ
の
願
い
は
後
藤
に
告
白
し
赦
し
を
得
た
後
の
台
詞
、

「
後
藤
さ
ん
、
あ
た
し
も
っ
と
も
っ
と
練
習
が
ん
ば
る
か
ら
。
だ
か
ら
文
化
祭
ラ
イ
ブ
ぜ
っ
た
い
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
ね
」

（21

：10

付
近
）
を
受
け
る
も
の
で
、
そ
の
成
果
が
後
藤
の
ト
ラ
ブ
ル
を
救
っ
た
ア
ド
リ
ブ
演
奏
と
し
て
発
露
し
、
そ
れ
を
後
藤
が
認
め

た
場
面
が
こ
の
保
健
室
の
場
で
あ
る
。
第
10
話
か
ら
第
12
話
に
か
け
て
、
こ
こ
に
喜
多
の
成
長
物
語
を
読
み
取
る
と
き
、
後
藤
の
役
割
は

後
藤
の
成
長
物
語
に
お
け
る
虹
夏
の
役
割
（
承
認
者
）
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
喜
多
の
、

「
わ
た
し
は
人
を
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
演
奏
は
で
き
な
い
。
け
ど
、
み
ん
な
と
合
わ
せ
る
の
は
得
意
み
た
い
だ
か
ら
。
こ
れ
か

ら
も
も
っ
と
ギ
タ
ー
が
ん
ば
る
か
ら
教
え
て
ね
後
藤
さ
ん
…
…
ひ
と
り
ち
ゃ
ん
！
」（9

：50

付
近
）

と
い
う
宣
言
を
経
て
「
じ
ゃ
あ
、
先
い
く
ね
」
と
退
出
し
た
先
で
の
、

「
わ
た
し
、
ひ
と
り
ち
ゃ
ん
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
ね
」（10
：28

付
近
）

と
い
う
自
ら
の
立
ち
位
置
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
決
意
の
発
言
へ
と
至
る
。
結
束
バ
ン
ド
に
お
け
る
ギ
タ
リ
ス
ト
喜
多
郁
代
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
後
藤
に
寄
り
添
う
位
置
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
そ
こ
ま
で
の
「
後
藤
さ
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ん
」
呼
び
か
ら
「
ひ
と
り
ち
ゃ
ん
」
呼
び
へ
の
言
い
換
え
で
象
徴
さ
れ
る
。

　

そ
の
位
置
が
第
12
話
Ｂ
パ
ー
ト
で
の
楽
器
選
び
で
の
腹
話
術
演
出
で
定
位
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
12
話
で
の
後
藤
の
楽
器
不
調
と
新
し
い
楽
器
の
購
入
―
―
父
親
の
配
慮
で
は
あ
る
が
、
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
演
奏
配
信
で
得

た
彼
女
の
実
力
で
の
収
入
で
あ
る
―
―
に
至
る
流
れ
は
、
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
伊
地
知
虹
夏
の
承
認
を
得
、
自
分
に
寄
り
添
う
喜
多
郁
代
と

い
う
存
在
を
得
て
、
ギ
タ
リ
ス
ト
後
藤
ひ
と
り
が
父
か
ら
の
借
り
物
で
は
な
く
、
自
ら
の
楽
器
を
得
る
こ
と
で
独
り
立
ち
し
た
こ
と
を
物

語
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
後
藤
ひ
と
り
の
成
長
物
語
、
ア
ニ
メ
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
は
完
結
す
る（

（2
（

の
で
あ
る
。

　
　

附
、
泥
酔
女
神

　

後
藤
ひ
と
り
の
成
長
物
語
を
、
貴
種
流
離
譚
型
を
枠
組
み
と
し
て
神
奈
川
金
沢
八
景
の
陰
キ
ャ
少
女
が
多
摩
川
―
―
境
界
―
―
を
越
え

て
結
束
バ
ン
ド
の
本
拠
地
東
京
下
北
沢
に
流
離
、
試
練
を
う
け
る
と
い
う
型
に
図
式
化
し
た
と
き
、
逆
に
下
北
沢
の
結
束
バ
ン
ド
の
ギ
タ

リ
ス
ト
が
金
沢
八
景
に
流
離
し
て
試
練
を
経
て
成
長
す
る
と
い
う
同
じ
形
式
の
小
物
語
を
見
い
だ
せ
る
の
が
、
廣
井
き
く
り
の
初
登
場
す

る
第
６
話
で
あ
る
。
後
藤
の
こ
こ
で
の
〈
欠
損
・
抑
圧
〉
は
、
課
せ
ら
れ
た
ラ
イ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
の
ノ
ル
マ
で
あ
る
。
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
一

人
五
枚
を
消
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
陰
キ
ャ
で
あ
る
後
藤
に
は
両
親
以
外
に
渡
す
相
手
が
い
な
い
。
地
元
で
配
ろ
う
と
ビ
ラ
を
作
り

出
て
き
た
も
の
の
配
る
度
胸
も
な
く
金
沢
八
景
の
神
社
参
道
に
悩
み
居
る
と
こ
ろ
に
泥
酔
し
た
女
性
―
―
廣
井
き
く
り
―
―
が
や
っ
て
き

て
介
抱
す
る
と
こ
ろ
か
ら
後
藤
と
廣
井
と
の
関
わ
り
が
始
ま
る
。
後
藤
の
介
抱
で
酔
い
が
楽
に
な
っ
た
廣
井
は
後
藤
の
悩
み
（〈
欠
損
・

抑
圧
〉）
に
理
解
を
示
し
そ
の
解
決
に
導
く
。
場
は
駅
前
に
う
つ
り
こ
こ
で
後
藤
は
廣
井
の
ベ
ー
ス
で
ギ
タ
ー
演
奏
を
さ
せ
ら
れ
る
。
所

謂
「
路
上
ラ
イ
ブ
」
で
あ
る
。
陰
キ
ャ
の
後
藤
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
〈
試
練
〉
と
な
り
そ
し
て
〈
克
服
（
演
奏
）〉
し
た
結
果
、
チ
ケ
ッ

ト
を
買
っ
て
も
ら
え
、
フ
ァ
ン
―
―
第
８
話
で
は
台
風
の
中
を
ス
タ
ー
リ
ー
ま
で
演
奏
を
聴
き
に
来
る
―
―
を
獲
得
す
る（

（2
（

。
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廣
井
き
く
り
―
―
星
歌
の
「
大
学
の
後
輩
」
設
定
―
―
は
第
６
話
の
あ
と
、
第
８
話
、
第
10
話
、
第
12
話
に
登
場
し
、
常
に
自
己
否
定

に
向
か
う
消
極
的
な
後
藤
に
積
極
性
を
持
た
せ
る
救
済
者
と
し
て
の
位
置
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
６
話
で
は
後
藤
に
路
上
ラ
イ
ブ
を
さ
せ

ノ
ル
マ
を
解
決
さ
せ
、
第
10
話
で
は
文
化
祭
個
人
ス
テ
ー
ジ
へ
の
参
加
を
決
意
さ
せ
、
第
12
話
で
は
後
藤
の
楽
器
故
障
の
危
機
を
救
う
。

第
８
話
も
初
ス
テ
ー
ジ
で
台
風
襲
来
と
い
う
危
機
的
な
中
に
現
れ
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
彼
女
の
造
形
が
原
作
と
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
後
藤
と
廣
井
と
の
出
会
い
は
原
作
で
は
金
沢
八
景
駅
前
で
そ
の
ま

ま
路
上
ラ
イ
ブ
に
な
る
の
だ
が
（
原
作
第
一
巻
85
頁
～
94
頁
）、
ア
ニ
メ
で
は
神
社
参
道
の
弁
天
像
前
で
出
会
い
路
上
ラ
イ
ブ
の
場
面
で

駅
前
に
移
動
し
て
い
る
。
廣
井
が
ベ
ー
ス
を
弾
く
時
に
原
作
で
は
ピ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が（
第
一
巻
92
頁
右
３
コ
マ
目
）

ア
ニ
メ
で
は
撥
で
弾
い
て
い
る
。
履
物
も
原
作
は
靴
の
よ
う
に
見
え
る
が
（
第
一
巻
88
頁
左
２
コ
マ
目
）
ア
ニ
メ
で
は
下
駄
を
履
い
て
い

る
。
た
だ
し
原
作
第
二
巻
で
は
撥
で
弾
い
て
い
る
し
（
第
二
巻
40
頁
左
下
）、
下
駄
も
履
い
て
い
る
（
第
二
巻
36
頁
左
１
コ
マ
目
）
か
ら
、

こ
こ
で
の
設
定
が
ア
ニ
メ
で
は
遡
っ
て
金
沢
八
景
の
場
に
も
適
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
神
社
参
道
で
、
な
お
か
つ
弁
天
像

前
で
の
出
会
い
を
ア
ニ
メ
が
選
ん
で
い
る
の
は
、
廣
井
に
後
藤
の
救
済
者
的
性
格
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
弁

財
天
は
技
藝
の
神
で
あ
り
琵
琶
―
―
撥
弦
楽
器
―
―
を
持
つ
。

　

廣
井
き
く
り
は
弁
天
で
あ
る
。

　

廣
井
に
対
し
て
同
じ
ベ
ー
シ
ス
ト
と
い
う
点
か
ら
敬
意
を
持
っ
て
い
る
の
は
リ
ョ
ウ
で
あ
る
。
後
藤
の
物
語
に
お
い
て
後
藤
を
理
解
し

支
え
る
位
置
に
あ
る
―
―
リ
ョ
ウ
を
慕
う
喜
多
に
と
っ
て
リ
ョ
ウ
と
後
藤
の
共
感
す
る
姿
は
嫉
妬
を
招
い
て
い
る
―
―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ

が
、
廣
井
も
ま
た
後
藤
を
理
解
し
支
え
る
位
置
に
あ
る
。
後
藤
と
同
じ
高
校
生
で
「
成
長
」
が
語
ら
れ
な
い
リ
ョ
ウ
の
外
側
に
、
飲
酒
が

認
め
ら
れ
る
年
長
者
と
し
て
、
拡
大
し
た
存
在
な
の
で
あ
る
。
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小　
　

括

　

志
水2017c

が
「
メ
デ
ィ
ア
文
藝
」
と
呼
ぶ
ア
ニ
メ
作
品
等
娯
楽
作
品
に
対
す
る
文
学
的
研
究
は
い
ま
だ
方
法
的
に
発
展
途
上
に
あ
る

と
思
う
。
そ
れ
は
作
品
自
体
の
歴
史
の
短
さ
―
―
物
語
性
を
持
つ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
け
的
作
品
と
し
て
著
名
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品

『
蒸
気
船
ウ
ィ
リ
ー
』（1928

。
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
デ
ビ
ュ
ー
作
）
が
製
作
さ
れ
て
か
ら
す
ら
百
年
を
満
た
し
て
い
な
い
―
―
に
も
よ
る

が
、〈
研
究
〉
と
い
う
営
為
の
持
つ
〈
先
行
研
究
の
積
み
重
ね
の
上
に
展
開
さ
れ
更
新
さ
れ
て
ゆ
く
〉
と
い
う
伝
統
的
性
格
と
、
提
供
さ

れ
る
作
品
た
ち
の
持
つ
消
化
商
品
的
あ
る
い
は
興
行
的
と
い
え
る
性
格
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
作
品
的
価
値
に
対
す
る
〈
近
代
文
学
〉
的

評
価
―
―
深
入
り
は
し
な
い
が
二
十
世
紀
に
な
っ
て
大
正
の
こ
ろ
か
ら
明
確
に
な
っ
て
く
る
〈
純
文
学
／
大
衆
文
学
〉
の
二
大
区
分
に
象

徴
さ
れ
る
文
学
作
品
に
対
す
る
（
通
俗
的
）
価
値
観
―
―
に
も
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

す
で
に
志
水1998

で
指
摘
、
主
張
し
た
よ
う
に
マ
ン
ガ
や
ラ
ノ
ベ
、
ア
ニ
メ
等
の
娯
楽
作
品
―
―
し
ば
し
ば
「
若
者
向
け
」
と
謂
わ

れ
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
が1970

年
代
に
マ
ン
ガ
や
テ
レ
ビ
マ
ン
ガ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
「
若
者
」
は
も
は
や
60
代
を
越
え
て
お
り（

（2
（

、
一
方

で
21
世
紀
の「
若
者
」は
ア
ニ
メ
よ
り
ゲ
ー
ム
の
実
況
中
継
な
ど
の
配
信
動
画
を
好
ん
で
視
聴
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ア
ニ
メ
は
も
は
や「
若

者
向
け
」で
は
な
い（
志
水2017c

）―
―
は
近
世
戯
作
や
か
ぶ
き
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
意
味
、

近
世
戯
作
や
か
ぶ
き
、
さ
ら
に
は
落
語
・
講
談
な
ど
の
娯
楽
作
品
は
近
代
文
学
に
触
れ
つ
つ
映
像
と
い
う
表メ

デ

ィ

ア

現
媒
体
を
得
て
更
新
さ
れ
た

も
の
と
し
て
文
学
史
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
作

コ
ン
テ
ン
ツ品

＝
メ
デ
ィ
ア
文
藝
作
品
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

か
か
る
問
題
意
識
の
上
に
現
在
提
供
さ
れ
る
娯
楽
作
品
、
と
り
わ
け
ア
ニ
メ
作
品
に
対
し
て
国
文
学
研
究
の
方
法
で
臨
む
試
み
を
重
ね

て
き
た
（
志
水
「
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
Ⅰ
～
Ⅳ（

（3
（

」）。「
国
文
学
的
研
究
」
も
時
代
と
と
も
に
変
遷
・
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
作
品
に

つ
い
て
注
釈
的
に
作テ

ク
ス
ト品

の
文
脈
を
た
ど
り
物
語
の
構
造
を
図
式
化
す
る
の
は
基
礎
的
作
業
と
し
て
変
わ
ら
ず
に
あ
る
。
そ
れ
ら
基
礎
的
作

業
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作タ

イ
ト
ル品

が
考
察
さ
れ
、
そ
の
集
積
の
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
一
環
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と
し
て
ア
ニ
メ
作
品
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
を
と
り
あ
げ
た
。
主
人
公
が
し
ば
し
ば
気
に
し
て
口
に
す
る
「
成
長
」
と
い
う
語
か

ら
本
作
品
を
主
人
公
の
「
成
長
物
語
」
と
し
て
捉
え
、
娯
楽
作
品
の
大
量
生
産
性
と
い
う
観
点
と
登
場
人
物
の
行
動
と
性
格
を
物ス

ケ
ー
ル

差
し
に

し
て
注
釈
的
に
確
認
、
図
式
化
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
こ
の
作テ

ク
ス
ト品

は
、
結
束
バ
ン
ド
の
演
奏
す
る
場
面
が
あ
る
回
を
節
目
と
し
て
、

　
　

Ⅰ　

第
１
話
～
第
５
話
（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
）

　
　

Ⅱ　

第
６
話
～
第
８
話
（
初
ラ
イ
ブ
）

　
　

Ⅲ　

第
９
話
～
第
12
話
（
文
化
祭
ラ
イ
ブ
）

と
い
う
三
部
構
成
で
主
人
公
た
ち
の
日
常
を
描
く
。
Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
神
奈
川
の
陰
キ
ャ
の
女
子
高
生
ギ
タ
リ
ス
ト
後
藤
ひ
と
り
が
東
京
の
バ

ン
ド
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
成
長
し
自
己
を
確
立
し
て
ゆ
く
姿
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
を
支
え
る
の
は
出
来
事
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
ド

ラ
マ
ー
で
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
の
伊
地
知
虹
夏
、
彼
女
の
考
え
を
理
解
し
尊
重
す
る
の
が
ベ
ー
シ
ス
ト
の
山
田
リ
ョ
ウ
。
二
人
に
導
か
れ
な

が
ら
、陰
キ
ャ
の
性
格
ゆ
え
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト
上
「
ギ
タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
評
価
の
高
か
っ
た
演
奏
技
術
が
、

仲
間
と
自
分
を
思
う
が
た
め
に
発
露
さ
れ
、
虹
夏
に
認
め
ら
れ
て
一
つ
の
成
長
を
得
る
。
ま
た
後
藤
の
後
に
バ
ン
ド
に
再
加
入
し
た
ボ
ー

カ
ル
＆
ギ
タ
ー
の
喜
多
郁
代
は
Ⅲ
に
お
い
て
、一
つ
の
達
成
を
得
た
後
藤
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
る
べ
く
自
ら
も
成
長
し
て
後
藤
の
代
行
者
・

代
弁
者
と
し
て
寄
り
添
う
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
物
語
上
の
位
置
は
、
主
人
公
の
ギ
タ
リ
ス
ト
後
藤
の
物
語
を
旋
律
に
譬
え
る
な
ら
ド
ラ
マ
ー
の
虹
夏
は
そ
の

物
語
を
推
し
進
め
、
ベ
ー
シ
ス
ト
の
リ
ョ
ウ
は
後
藤
を
理
解
し
支
え
、
同
じ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
喜
多
は
後
藤
の
物
語
（
旋
律
）
の
対
旋
律
を

奏
で
る
と
い
う
よ
う
に
、
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
演
奏
す
る
パ
ー
ト
の
役
割
に
お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
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以
上
、
量
産
さ
れ
る
種
々
の
娯
楽
的
作
品
に
対
し
て
個
々
に
基
礎
的
作
業
を
重
ね
集
積
す
る
中
に
メ
デ
ィ
ア
文
藝
作
品
の
国
文
学
的
研

究
の
方
法
が
開
拓
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
ア
ニ
メ
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
文
藝
作
品
に
つ
い
て
の
基

礎
的
作
業
を
試
み
た
。

　
　

C
om
m
ent

（
１
）「
物
語
」
の
定
義
は
志
水2020 Com

m
ent

（
２
）
に
従
う
。

（
２
）T

O
K

Y
O

M
X

・
毎
日
放
送
・
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
・
群
馬
テ
レ
ビ
・
宮
崎
放
送
・RK

B

毎
日
放
送
・BS11

・A
T

-X

（
３
）A

BEM
A

・N
ET

FLIX
・
ｄ
ア
ニ
メ
ス
ト
ア
・U

-N
EX

T

・
ア
ニ
メ
放
題
・A

m
azonPrim

eV
ideo

・
バ
ン
ダ
イ
チ
ャ
ン
ネ
ル
・

H
ulu

・
ひ
か
りT

V

・FO
D

・GY
A

O
!

・GY
A

O
!

ス
ト
ア
・
ニ
コ
ニ
コ
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
・W

O
W

O
W

オ
ン

デ
マ
ン
ド
・
ビ
デ
オ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・J
：CO

M

オ
ン
デ
マ
ン
ド
・T

ELA
SA

・
み
る
プ
ラ
ス
・au

ス
マ
ー
ト
パ
ス
プ
レ
ミ
ア
ム

（
４
）
ブ
ル
ー
レ
イ
版
規
格
品
番
、A

N
ZX

-16341/2
・A

N
ZX

-16343/4

・A
N

ZX
-16345/6

・A
N

ZX
-16347/8

・A
N

ZX
-16349/50

・

A
N

ZX
-16351/2

。D
V

D

版
規
格
品
番
、A

N
ZB-16341/2

・A
N

ZB-16343/4

・A
N

ZB-16345/6

・A
N

ZB-16347/8

・

A
N

ZB-16349/50

・A
N

ZB-16351/2

。

（
５
）
例
え
ば
第
２
話
で
見
る
と
後
藤
ひ
と
り
の
台
詞
に
「
い
つ
の
間
に
か
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
飲
食
店
バ
イ
ト
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
果
た
し
て

い
た
と
は
。
わ
た
し
、
成
長
し
て
る
⁉
」（16

：11

付
近
）、「
お
客
さ
ん
は
二
千
円
も
払
っ
て
見
に
来
て
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
ん
な

人
た
ち
に
今
の
わ
た
し
の
ま
ま
じ
ゃ
次
も
グ
ダ
グ
ダ
な
ラ
イ
ブ
を
す
る
ん
だ
ろ
う
な
。
少
し
ず
つ
で
も
変
わ
る
努
力
を
し
て
一
緒

に
楽
し
く
し
た
い
」（19

：10

付
近
）
バ
イ
ト
の
仕
事
を
終
え
て
「
ぼ
っ
ち
ち
ゃ
ん
も
一
歩
前
進
だ
ね
」
と
い
う
虹
夏
の
こ
と
ば

に
対
し
て
「
一
歩
。
一
歩
！　

一
歩
⁉　

千
歩
く
ら
い
進
ん
だ
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
！
」
と
反
応
す
る
な
ど
、「
成
長
」
と
い
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う
こ
と
ば
や
成
長
の
意
味
合
い
を
持
つ
台
詞
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
彼
女
に
は
「
今
の
自
分
を
変
え
た
い
」
＝
成
長
し
よ
う
と

す
る
意
志
が
あ
る
。

（
６
）
ア
ニ
メ
のBlu-ray

第
一
巻
の
初
動
売
上
は
、
オ
リ
コ
ン
リ
サ
ー
チ
に
よ
れ
ば
集
計
期
間
七
月
二
十
七
日
～
八
月
二
日
の
間
、
七

月
二
十
九
日
発
売
で
売
上33,000

枚
で
過
去
の
記
録
を
更
新
し
て
い
る

　
　

https://av.w
atch.im

press.co.jp/docs/new
s/307153.htm

l

。

（
７
）
い
わ
ゆ
る
「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」
で
公
開
さ
れ
る
作さ

く
ひ
ん品

群
は
、
世
界
設
定
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
共
有
し
つ
つ
小
説
、
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
に
展
開
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
ご
と
に
異
な
る
「
物
語
」
を
持
つ
。
同
一
作タ

イ
ト
ル

品
名
で

異
な
る
物ス

ト
ー
リ
ー語

が
メ
デ
ィ
ア
を
違
え
て
提
供
さ
れ
、
受
容
者
は
メ
デ
ィ
ア
ご
と
に
そ
の
表デ

ィ
ス
コ
ー
ス

現
体
で
あ
る
作
品
を
享
受
し
、
個
々
の
表

現
体
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
む
。
し
か
し
「
研
究
」
と
い
う
享
受
の
場
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
提
供
さ
れ
た
個
々
の
作
品
の
分
析

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
基
礎
的
作
業
を
経
て
他
の
分
析
を
終
え
た
メ
デ
ィ
ア
作
品
と
の
関
係
性
に
目
を
む
け
る
と
い
う
手
順
を
踏
む

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
「
作
品
」
は
提
供
さ
れ
る
作
品
次
元
で
複
数
の
同
一
名
称
の
作
品
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
作
品
と
メ
デ
ィ
ア
ご
と
に
個
々
に
展
開
さ
れ
る
作
品
と
を
区
別
す
る
た
め
に
前
者
を
「
タ
イ
ト
ル
」、

後
者
を
（
受
容
す
る
対
象
＝
分
析
・
考
察
対
象
と
し
て
）「
テ
ク
ス
ト
」
と
呼
び
分
け
る
こ
と
に
す
る
。

（
８
）『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
』
の
タ
イ
ト
ル
と
な
ら
び
人
気
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
『T

H
E ID

O
L M

@
ST

ER

』（2005

・
ゲ
ー
ム
版
）
は
育
成
ゲ
ー

ム
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
こ
こ
で
触
れ
る
と
関
連
付
け
が
煩
雑
に
な
り
本
稿
の
本
筋
か
ら
離
れ
る
の
で
措
く
。
ま
た
『
ア
イ
カ

ツ
！
』（2012

・
ゲ
ー
ム
版
）
も
同
様
か
つ
中
学
生
が
主
人
公
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

（
９
）『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
』（
第
一
期2016

放
映
）『
虹
ヶ
咲
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
同
好
会
』（
第
一
期2020

放
映
）・『
ラ

ブ
ラ
イ
ブ
！
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
』（
第
一
期2021

放
映
）。
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（
10
）
ア
ニ
メ
作
品
中
の
台
詞
は
多
く
の
場
合
原
作
の
も
の
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
番
組
公
式
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
に
は
「
極
度
の
人
見
知
り
で
陰
キ
ャ
な
高
校
一
年
生
。
結
束
バ
ン
ド
の
リ
ー
ド
ギ
タ
ー

担
当
。
陰
キ
ャ
で
も
輝
け
そ
う
な
バ
ン
ド
活
動
に
憧
れ
ギ
タ
ー
を
始
め
る
。
腕
前
は
本
物
だ
が
、
バ
ン
ド
や
人
前
で
う
ま
く
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
あ
る
。

（
12
）
本
来
「
陰
キ
ャ
」
は
陰
気
で
他
者
と
の
交
流
を
避
け
る
性
格
―
―
人
見
知
り
―
―
な
の
で
主
人
公
と
し
て
の
適
性
は
持
ち
に
く
い

が
、
渡
航
『
や
は
り
俺
の
青
春
ラ
ブ
コ
メ
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
』（2011

～2021

、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
本
編
全
十
四
巻
、
略
称
「
俺

ガ
イ
ル
」）
や
鴨
志
田
一
『
青
春
ブ
タ
野
郎
は
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
先
輩
の
夢
を
見
な
い
』（2014

～
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
青
春
ブ
タ
野

郎
シ
リ
ー
ズ
」
二
〇
二
三
年
末
既
刊
十
三
巻
、略
称
「
青
ブ
タ
」）
の
主
人
公
、比
企
谷
八
幡
（
俺
ガ
イ
ル
）
や
梓
川
咲
太
（
青
ブ
タ
）

な
ど
が
「
陰
キ
ャ
」
的
な
個
性
ゆ
え
の
語
り
で
モ
チ
ー
フ
的
性
格
を
開
拓
し
た
。

（
13
）
番
組
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
欄
に
は
「
明
る
く
人
望
も
あ
る
高
校
一
年
生
。
結
束
バ
ン
ド
の
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ

ル
担
当
。
人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
で
初
対
面
で
も
臆
す
る
こ
と
な
く
笑
顔
で
話
し
か
け
ら
れ
る
陽
キ
ャ
。
リ
ョ
ウ
に
対
し
て
憧

れ
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
感
情
が
行
き
過
ぎ
る
こ
と
も
。
イ
ソ
ス
タ
に
写
真
を
よ
く
あ
げ
る
。」
と
あ
る
。

（
14
）
さ
ら
に
原
作
第
二
巻
以
降
の
非
ア
ニ
メ
化
部
分
に
お
い
て
、
後
藤
、
喜
多
そ
れ
ぞ
れ
の
親
の
バ
ン
ド
活
動
に
対
す
る
理
解
も
〈
後

藤
の
家
族
（
主
に
父
親
）
＝
理
解
あ
る
／
喜
多
の
母
親
＝
理
解
が
な
い
〉
と
二
項
対
立
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
15
）「
物
語
」
を
登
場
人
物
に
よ
る
行
為
の
有
機
的
展
開
と
す
る
と
き
に
個
々
の
登
場
人
物
の
行
為
の
有
機
的
連
続
を
い
う
（
志
水

2019

・2020

）。

（
16
）
第
８
話
で
ラ
イ
ブ
後
の
打
ち
上
げ
の
場
で
喜
多
は
自
分
の
名
前
―
―
郁
代
―
―
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
こ
と
（
喜
多

郁
代
＝
き
た
い
く
よ
＝
来
た
行
く
よ
）、
す
な
わ
ち
名
前
で
呼
ば
れ
た
く
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
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（
17
）
た
だ
し
、
喜
多
郁
代
の
成
長
物
語
は
む
し
ろ
原
作
第
六
巻
あ
た
り
で
展
開
さ
れ
ア
ニ
メ
作
品
で
は
明
確
に
浮
上
し
な
い
の
で
副
旋

律
的
で
は
な
く
対
旋
律
的
で
あ
る
と
と
ら
え
た
。

（
18
）
例
え
ば
『
古
事
記
』
上
巻
の
大
穴
牟
遅
神
の
根
の
国
訪
問
譚
や
中
巻
の
倭
建
命
の
西
征
譚
な
ど
が
典
型
的
で
あ
る
。

（
19
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ソ
ス
タ
）
を
活
用
し
て
い
る
喜
多
を
み
た
虹
夏
は
後
藤
に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
進
め
る
が
、
後
藤
は
「
た
だ
で
さ
え
根
暗
な

の
に
バ
ン
ド
や
っ
て
人
気
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
拗
ら
せ
人
間
な
の
に
…
そ
ん
な
私
が
こ
ん
な
ア
プ
リ
を
始
め
て
し
ま
っ
た
ら

…
承
認
欲
求
モ
ン
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
！
」
と
心
内
発
言
し
、
怪
獣
映
画
的
場
面
と
な
る
。

（
20
）
典
型
的
な
貴
種
流
離
譚
型
で
あ
る
説
経
『
小
栗
判
官
』
で
は
主
人
公
小
栗
が
「
餓
鬼
阿
弥
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
さ
ん
せ

う
太
夫
』
の
流
離
者
対つ

し

王
（
厨
子
王
）
は
「
忍
ぶ
草
」
と
呼
ば
れ
る
。『
古
事
記
』
上
巻
の
大
穴
牟
遅
神
は
根
の
国
訪
問
譚
箇
所
に

お
い
て
「
葦
原
色
許
男
命
」
と
呼
ば
れ
る
。
お
そ
ら
く
意
識
的
に
貴
種
流
離
譚
型
に
製
作
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
宮
崎
駿
監
督
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
の
主
人
公
千
尋
は
流
離
先
―
―
ト
ン
ネ
ル
（
境
界
）
の
向
こ
う
側
―
―
で
は
千
と

呼
ば
れ
る
、
な
ど
。

（
21
）
虹
夏
は
後
藤
を
出
会
っ
た
と
き
か
ら
「
ひ
と
り
ち
ゃ
ん
」
と
名
前
呼
び
―
―
所
属
を
示
す
姓
（
苗
字
）
で
は
な
く
個
体
識
別
機
能

を
も
つ
名
（
個
人
名
）
で
呼
ぶ
―
―
を
し
て
お
り
、
最
初
か
ら
後
藤
ひ
と
り
を
個
人
と
し
て
認
識
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

（
22
）
例
え
ば
「
引
け
よ
、引
け
よ
、子
ど
も
ど
も
、も
の
に
、狂
う
て
み
せ
う
ぞ
と
、姫
が
涙
は
、垂た

る
ゐ井

の
宿し

ゅ
く。

美
濃
と
近
江
の
、境
な
る
、

長た
け
く
ら
べ

競
、
二
本
杉
、
寝
物
語
を
、
引
き
過
ぎ
て
、
高た

か
み
や宮

川
原
に
、
鳴
く
雲
雀
、
姫
を
問
ふ
か
よ
、
や
さ
し
や
な
。
御み

よ代
は
、
治
ま
る
、

武む

さ佐
の
宿
、
鏡
の
宿
に
、
車
着
く
。」（
説
経
『
小
栗
判
官
』〔
絵
巻
本
〕）
に
見
え
る
「
姫
が
涙
→
垂
ル
／
垂
井
の
宿
」
の
よ
う
に

共
有
さ
れ
る
音
声
か
ら
複
数
の
異
な
る
概
念
を
持
つ
語
を
呼
び
起
こ
す
技
法
。

（
23
）
民
俗
藝
能
で
前
の
場
で
の
所
作
を
滑
稽
に
反
復
す
る
藝
を
モ
ド
キ
と
い
う
。
例
え
ば
田
島2020

参
照
。
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（
24
）「
ど
う
し
よ
う
。
喜
多
ち
ゃ
ん
に
云
っ
た
ら
絶
対
参
加
し
よ
う
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
話
を
す
す
め
て
し
ま
う
」

（
第
10
話4

：20

付
近
）。

（
25
）
公
式2023

。
原
作
は
ム
ン
ク
の
「
叫
び
」
の
み
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ニ
メ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
と
原
典
絵
画
の
題
名
に
引

か
れ
て
、
後
藤
が
泣
き
そ
し
て
叫
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
深
読
み
す
れ
ば
喜
多
に
よ
る
参
加
申
込
と
い
う
空
爆
的
衝
撃
を
う
け
文

化
祭
参
加
の
も
た
ら
す
未
来
に
ひ
そ
む
果
て
し
な
い
不
安
に
後
藤
が
耳
を
ふ
さ
い
で
る
と
ま
で
解
釈
で
き
よ
う
。

（
26
）「
わ
た
し
、
後
藤
さ
ん
が
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
の
申
込
用
紙
、
捨
て
た
っ
て
わ
か
っ
て
た
の
。
で
も
わ
ざ
と
出
し
た
の
。
嘘
つ
い
て
ご

め
ん
な
さ
い
」（20
：34
付
近
）。

（
27
）
原
作
は
先
に
続
い
て
お
り
、い
ず
れ
ア
ニ
メ
も
続
編
が
作
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、と
り
あ
え
ず
全
12
話
で
放
送
終
了
し
た
こ
と
か
ら
「
完

結
」
し
た
も
の
と
し
て
お
く
。

（
28
）
ち
な
み
に
こ
の
二
人
の
フ
ァ
ン
は
「
フ
ァ
ン
１
号
・
２
号
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
原
作
で
は
第
12
話
よ
り
先
の
物
語
で
結
束
バ
ン

ド
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

（
29
）
庵
野
秀
明
、
新
房
昭
之
、
佐
藤
竜
雄
な
ど
の
ア
ニ
メ
監
督
は
そ
の
世
代
で
ク
リ
エ
イ
タ
ー
側
に
な
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。

（
30
）
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
＝
志
水2016

・
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
Ⅱ
＝
志
水2017a

、
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
Ⅲ
＝
志
水2018

・
メ
デ
ィ
ア

文
藝
小
攷
Ⅳ
＝
志
水2019

。
ほ
か
に
志
水2013

・
志
水2017b

。

　　
　

R
eference

公
式2023　
『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！ 

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
クCO

M
PLEX

』
芳
文
社 2023

折
口1918　

折
口
信
夫
「
愛
護
若
」『
土
俗
と
伝
説
』
第
一
巻
第
一
号
～
三
号
（1918
）『
古
代
研
究
―
民
俗
学
篇
第
一
』（1929

大
岡
山
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書
店
）
所
収
。

志
水1998　

志
水
義
夫
「
古
典
文
学
末
流
考
―
―
ア
ニ
メ
『
機
動
戦
艦
ナ
デ
シ
コ
』
の
技
法
」
―
―
『
嘉
悦
女
子
大
学　

研
究
論
集
』

第
42
巻
第
75
号
（
嘉
悦
女
子
短
期
大
学
、1999

）。

志
水2009　

志
水
義
夫
『
古
事
記
の
仕
組
み
―
―
王
権
神
話
の
文
芸
―
―
』（
新
典
社
新
書
、2009

）。

志
水2013　

志
水
義
夫
『
少
年
少
女
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
―
―
セ
ラ
ム
ン
・
テ
ツ
ジ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
―
―
』（
新
典
社
新
書
、2013

）

志
水2016　

志
水
義
夫
「
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
―
ま
ど
☆
マ
ギ
・
あ
の
花
・
た
ま
ゆ
ら
・
ハ
ル
ヒ
―
―
」『
湘
南
文
学
』
51
（
東
海
大
学

日
本
文
学
会
）。

志
水2017a　

志
水
義
夫
「
踊
る
魔
法
少
女
―
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
Ⅱ
―
―
」『
湘
南
文
学
』
52
（
東
海
大
学
日
本
文
学
会
）。

志
水2017b　

志
水
義
夫
「『
君
の
名
は
。』
の
し
く
み
」
志
水
義
夫
・
助
川
幸
逸
郎
編
『『
君
の
名
は
。』
の
交
響
―
―
附
、
シ
ン
ゴ
ジ
ラ

対
論
』（
ひ
つ
じ
書
房2017
）。

志
水2017c　

志
水
義
夫
『
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
講
義
録
―
メ
デ
ィ
ア
文
藝
へ
の
招
待
―
』（
新
典
社
新
書
、2017

）。

志
水2018　

志
水
義
夫
「
宮
水
三
葉
の
微
笑
―
―
『
君
の
名
は
。』
の
仕
組
み
に
つ
い
て
物
語
論
に
及
ん
で
再
び
論
ず
（
メ
デ
ィ
ア
文
藝

小
攷
Ⅲ
）
―
―
」『
湘
南
文
学
』
53
（
東
海
大
学
日
本
文
学
会
）。

志
水2020　

志
水
義
夫
「
ア
ニ
メ
『
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ
ガ
』
の
仕
組
み
と
作
品
的
性
格
（
メ
デ
ィ
ア
文
藝
小
攷
Ⅳ
）」『
湘
南
文
学
』
54
（
東

海
大
学
日
本
文
学
会
）。

志
水2022　

志
水
義
夫
「
古
事
記
上
巻
稲
羽
之
素
菟
譚
の
仕
組
み
―
―
物
語
の
構
造
を
分
析
す
る
方
法
―
―
」『
湘
南
文
学
』
55
（
東
海

大
学
日
本
文
学
会
）。

田
島2020　

田
島
麗
「
日
本
の
芸
能
に
お
け
る
「
も
ど
き
」
の
二
面
性
に
つ
い
て
」『
第
70
回
美
学
会
全
国
大
会
若
手
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ
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ム
発
表
報
告
集
』2020

年
３
月
。

https://w
w

w
.bigakukai.jp/w

p-content/uploads/2021/10/2019_08.pdf
山
本1973　

荒
木
繁
・
山
本
吉
左
右
『
説
経
節
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
243
）
解
説
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
メ
デ
ィ
ア
文
芸　

ア
ニ
メ　

ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！　

成
長
物
語　

貴
種
流
離
譚


